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・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・平　京子様～アパート更新についてPSWより連絡あり。書類の提出は12月中旬頃まで延期出来るとの事。PSWより、姉様へまずは病棟で契約更新の為の書類を郵送してよいか確認の手紙を送り、その後契約更新の為の書類を郵送するようにと話あり。またスタッフより本人からも姉様へ連絡してみるよう促している。
＜要注目患者様ケース検討＞
・村舘　ミネ様～昨日準夜帯に37.4℃の発熱あるが、クーリングにて落ち痛ている。本日日中はバイタルサイン異常無く、食事は2/3程度摂取。身体状態の観察と、飲水時は誤嚥に注意しながら適宜対応していきましょう。
・鈴木　知子様～昨夕も希死的言動や頭を壁にぶつける行為等あるが、介入にて徐々におちつくことできている。夜間は良眠。日中は幻聴訴えや希死的言動なし。かける精神症状観察していきましょう。
・河村　哲久様～夜間に退院や青山荘についての訴え頻回にあり、易怒的となる様子あり。日中は反省した様子でスタッフへ話し掛けあり。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・向井　敦子様～特定男性患者に対し妄想的となり、敵対心を向ける様子見られている。スタッフへは穏やかに対応している。引き続き精神症状観察し他者トラブルに注意しましょう。
・佐々木　康子様～昨夜、他室侵入と物盗り行為頻回にあり都度スタッフ介入しています。説明にも理解乏しく同行為繰り返している。引き続き精神症状の観察をし、トラブルとならないよう介入していきましょう。
・成田　賀枝様～14：00頃、詰所から自室へ戻る途中、四肢痙攣様発作あり。T37.6℃、BP172/81mmHg、P106回、酸素飽和度89％。再検しBP135/86mmHg、P102回、酸素91％。悪寒ありクーリングはせず。日直医今川Drへ報告。熱が上がる際は発熱時継続指示にて対応、水分補給の促しの指示あり。抗原検査に関しては、11/19にも実施して陰性判定もあるため今回は実施しなくてもよいとの事。
・本田　未来様～「理由も無く焦ってしまう、何かやらなきゃ、と追い込まれてしまう」と切迫し不穏時継続指示にて対応している。傾聴にて「聞き役に疲れてしまった」「退院に関して不安、長引くのでは」と話している。精神症状の観察をし、傾聴等不安解消の介入をしていきましょう。
＜SST評価検討＞

・Aユニット

拒否無く全員参加し取り組まれている。
・Bユニット
　橋本　喜久子様～的外れな返答あり

　金山　辰巳様～参加促しにも拒否あり不参加。
　
